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東京都地方独立行政法人評価委員会 第３回試験研究分科会 

平成３０年８月２日 

 

午後２時３１分 開会 

 

【牧野技術調整担当課長】  それでは、定刻となりましたので、第３回試験研究分科会

を始めさせていただきたいと思います。 

 林委員につきましては、出席の予定なんですけれども、ちょっと電車の事故の関係でお

くれているものと思われますが、人数いらっしゃいますので、このまま進めたいと思いま

す。また、波多野委員におかれましては、事前に欠席とのご連絡をいただいておりますの

で、きょうは欠席となります。 

 それでは、本日、お忙しい中ご出席いただきまして、まことにありがとうございます。

委員の皆様には６月の第１回分科会以降、短い時間の中で、分科会の出席や評価案作成な

どにご尽力をいただきまして、改めて感謝申し上げます。本日は、前回にもご検討いただ

きました「平成２９年度の都産技研業務評価」（案）について、委員の意見をお諮りしま

す。それと、報告事項として「平成２９年度の都産技研の財務諸表及び剰余金の概要及び

処分について」、報告させていただきます。委員の皆様には忌憧のないご意見を頂戴でき

ればと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 なお、本日、商工部長の坂本のほうがちょっと業務の都合上、欠席とさせていただきま

して、申しわけありません。ご了承のほど、よろしくお願いいたします。 

 それでは、第３回試験研究分科会を始めさせていただきます。青山分科会長、よろしく

お願いいたします。 

【青山分科会長】  それでは、ただいまから、東京都地方独立行政法人評価委員会平成

２９年度第３回試験研究分科会を開催いたします。 

 ちょっと声が空調で喉が乾燥でやられまして、お聞き苦しいんですけど、ご了解をお願

いいたします。 

 まず、議事に入ります前に、本分科会は公開となっておりまして、議事録につきまして

もホームページにて公開となりますことをご了承をお願いいたします。 

 それでは、早速議事を進めてまいります。お手元に配付してあります式次第をごらんく

ださい。本日の議事ですが、審議事項が１件、報告事項が１件を予定しております。 
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 初めに、事務局から配付資料の説明をお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  それでは、お手元にお配りしました資料の確認をお願いい

たします。 

 資料１といたしまして、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター評定一覧、Ａ

３縦判のものです。この資料につきましては、第２回のときに決めていただきました評定

をまとめたものでございます。続いて、資料２、平成２９年度都産技研業務実績評価項目

別評価（案）、Ａ３横のものです。続いて、資料３、平成２９年度都産技研業務実績評価

全体評価（案）、Ａ４縦。これらの資料につきましては、さきの第２回分科会でいただい

た意見をもとに、事務局で修正した評価案でございます。 

 それと資料４といたしまして、平成２９年度都産技研の業務実績に係る評価委員会の意

見について（案）、Ａ４縦のものとなります。この資料は、ちょっとことしから出てきた

ものでございまして、ことし４月の地方独法の改正に伴って、評価主体が知事に変わると

いうことになりましたので、ここで評価案を決定という位置づけじゃなくて、その評価案

に対して、委員の皆様から意見を添付するという形で、知事が評価するに当たって参考と

するという扱いになりましたので、ちょっとそこが昨年度と変わっておりますので、また

改めて資料のほうは説明させていただきます。 

 それと資料５、平成２９年度都産技研の財務諸表について（概要）、Ａ３横でございま

す。それと資料６、平成２９年度都産技研の剰余金の概要及び処分案について、Ａ３横の

ものです。この二つの資料については、財務諸表の説明のところで見ていただく資料とな

っております。 

 資料７、平成３０年度試験研究分科会開催スケジュールの予定ということで、Ａ４縦の

ものです。 

 それと参考資料として、東京都地方独立行政法人評価委員会運営要綱をお配りしており

ます。評価の決定の際に参考としてごらんいただければと思っております。 

 それと委員手持ち資料といたしまして、平成２９年度都産技研業務実績評価（案）新旧

対照表と。この資料につきましては、第２回のときの評価案と今回修正した案の対照表と

いうことになっておりますので、評価案の検討のときに資料２と３とご一緒にごらんいた

だければと思っております。 

 資料について、ご不足等ございませんでしょうか。 

 事務局からは以上となります。 
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【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 林委員はお暑いところ、ありがとうございます。何か交通機関のトラブルもあったよう

で、今、配付資料の説明をしていただいたところでございます。 

 それでは審議事項、都産技研平成２９年度業務実績評価（案）について、審議を行いま

す。 

 前回の分科会で検討しました内容を事務局が産技研に事実確認を行った上、再度評価（

案）を修正しております。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  修正した評価案について、これから説明をさせていただき

ます。 

 流れとしては、まず、資料２の項目別評価（案）のところで、一応、１ページずつ区切

って確認のほうをさせていただければなと。あわせて、委員手持ち資料のほうに新旧比較

表もございますので、それと一緒にごらんいただければと思っております。 

 じゃあ、ちょっと１ページのところを先にご説明させていただきます。 

 基盤研究のところなんですけども、項目１の基盤研究なんですが、２ポツ目のところの

赤字で書いてあるところ、前回は、「事業化・製品化」となっていたんですけども、その

部分を入れかえたと。今まで「製品化・事業化」という言い方をしていたので、入れかえ

ています。委員手持ち資料だと２ページの下のところになります。 

 それと、項目別評価２の共同研究ですが、これは各事業名をかぎ括弧で区切ったという

ところと、あと、３ポツ目のところのちょっと「てにをは」を流したところで、読みやす

くしたというところを直しております。 

 続いて、３番目の外部資金導入研究ですけども、これは１ポツ目のところは、前回は前

年度比１０件増の５５件としたんですけども、ここちょっと資料を確認したところ、実際

は１件しか増加していなかったと。昨年度と今年度の件数は間違いはなかったんですけど

も、その差が１０件となっていたところが実は間違っていたということで、１件増という

ことなので、前年度と同程度の件数を着実に実施したという形で変更させていただいてお

ります。 

 １ページ目につきましては、以上でございます。 

【青山分科会長】  進め方ですが、まず、これは資料２の項目別評価について区切って、

もう一回確認・検討するということでよろしいですね。 
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【牧野技術調整担当課長】  はい。 

【青山分科会長】  それで、今、資料２の１枚目、１から３まででしょうか。 

【牧野技術調整担当課長】  ４までですけど、４は修正がなかったので。 

【青山分科会長】  ４は特に修正がなかったということですね。までご説明いただきま

したけれども、何かこの事務局で修正案をつくって、特に資料２には赤い文字で修正部分

を明記してございますが、何かご意見はございますでしょうか。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、項目の５から８までお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  項目５はございません。 

 項目６の技術相談でございます。３ポツ目のところを以前は支援カードのデータベース

化を図って活用するという流れでしたけども、実際、データベースのほうは既にされてい

るということだったので、ちょっと文言を整理いたしまして、まず最初に、「技術相談に

は、中小企業のニーズや技術的課題が含まれており、様々な事業に結び付けていくことが

重要である。データベース化した「支援事例カード」の有効活用を図り、ニーズの把握に

努めることを期待する」という形で、ちょっと文言のほうを整理させていただいておりま

す。 

 それと、項目７については、変更はございません。 

 項目８、機器利用サービスのところですけれども、まずは、城東支所のところの「デザ

インスタジオ」と「ものづくりスタジオ」については、かぎ括弧で区切りをつけたという

ところです。それと、３ポツ目のところを、前回は機器を整備して、新製品開発のための

機器利用サービスの提供を期待するということでしたけども、委員の皆様の意見がありま

して、それを反映して、「機器を整備するとともに利便性向上の仕組みを検討する等、質

の高い機器利用サービスの提供を期待する」という形に変えております。 

 一応、８までは以上でございます。 

【青山分科会長】  ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。 

 林委員、前回ご欠席でしたけれども、あらかじめいただいたコメントをここで披露いた

だいて、事務局のほうから、ここへ含めるようにもしておりますので、また本日、ご確認
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いただければと思います。 

 いかがでしょうか。特にございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、続きまして、９から１２までお願いします。 

【牧野技術調整担当課長】  項目９の３Ｄものづくりセクターでございます。これは文

言整理をしまして、３ポツ目で「多数の独自性の高い」、その下で「セラミックＡＭ技術

における基礎技術を確立」ということで、文言整理でございます。 

 項目１０のところでございます。３ポツ目の最後のところですけども、これも文言整理

しまして、「「安全・安心」等の観点から」というところを「「安全・安心」等の分野で

」という形で、一応整理させていただいております。 

 それと、項目１１はございません。 

 項目１２、オーダーメード開発支援、これの２番目のところで、より適切な表現に修正

したということで、途中からになりますけども、「アウトカム調査の中のオーダーメード

開発支援の目的達成度の項目においても評価されている」ことで、アウトカム調査の中の

項目で評価されていることで、より詳細というか具体的な名称で表現させていただきまし

た。 

 それと、３ポツ目のところなんですけども、これは委員の皆様の意見を反映しまして、

調査の結果、非常に達成度が高い、やや高いという方が結構かなりの割合を占めていると

いうこともあった中で、やはり「調査の内容を分析して、その結果を事業の改善に生かす

ことで、利用者の目的達成度が更に高まるような取組を期待する」という形で、加えてい

るところでございます。 

 説明は以上でございます。 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 そこまでいかがでしょうか。 

 何か前回の議論がコメントがうまく反映されていないとか、ちょっと違った内容になっ

ているとかありましたら、ご指摘いただきたいと思います。 

 よろしいですか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、続きまして、１３から１６をお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  項目１３については、修正はございません。 
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 項目１４、実証試験セクターのところでございますけども、２ポツ目のところは、誤記

を修正したということで、「専用」となっていたんですが、これは「専任」ということで

修正させていただきます。３番目のところは、皆様の意見を踏まえて、実証試験セクター

の実績は過去最高なんだけども、件数だけ伸びたというだけじゃなくて、そういう「増加

要因を分析して、更なるサービスの向上に努めることを期待する」という形を加えさせて

いただいております。 

 それで、項目１５につきましては、これは文言の整理で、「貢献できるため」のところ

を「貢献できるよう、知的財産活用の更なる展開を期待する」という形に変えております。 

 それで、項目１６、技術審査につきましては、より適切な表現に変えたということで、

「受託収益の金額は前年度を下回るものの、技術審査件数は前年度を上回る実績をあげて

おり、評価できる」という形で、整理させていただきました。 

 １６までは以上でございます。 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 いかがでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、続きまして、１７から２０までお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  項目１７、１８は、修正はございません。 

 項目１９のところなんですけれども、前回は１機関となっていたところを具体的な大学

の名前を入れさせていただいたというところと、２番目のところも１区が追加されていた

ところを具体的な区名を入れさせていただいたということで、修正をさせていただいてお

ります。 

 項目２０は、変更ございません。 

 以上です。 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 何かご質問ございますか。ご意見。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、２１から２４までお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  項目２１、情報発信・情報提供でございます。ここは３ポ

ツ目のところなんですけれども、ここは文言整理しまして、前回は「コストを削減した」

と書いていたんですけども、「１２百万円削減した」という形で変えております。最後の
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ポツのところを皆様の意見を反映いたしまして、「イベント内容と経費削減の内訳を分析

し、効果的なイベントになるよう今後の事業運営に反映することを期待する」ということ

で、修正しております。 

 項目２２ですけども、業務運営の改善等に係るところですけれども、２ポツ目のところ

が研究時間の割合が「改善」となっていたんですけれども、そこを「増加」という形で表

現を変えさせていただいております。 

 それと２３について、これはより適切な表現ということで、「積立金」のところは「目

的積立金」ということで、目的を加えております。それと２ポツ目のところも、これもよ

り適切な表現ということで、より具体的に「平成２８年度に引き続き設備機器の校正・保

守」という形で、修正しております。 

 それと最後になりますけれども、項目２４の危機管理関係なんですが、「情報管理研修

」と前回なっていたんですけども、これはより適切な表現ということで、「情報セキュリ

ティ研修」と。それと最後の項なんですけども、「より早急な対応の望む」という形にし

ていたんですけど、これは「より早急な対応に期待する」という形で、文言の整理をさせ

ていただいております。 

 以上になります。 

【青山分科会長】  ２１から２４までいかがでしょうか。 

 どうぞ、北村委員、お願いします。 

【北村委員】  ２１の４ポツをつけ加えられていただいたのは、これは必要なことだと

思うんですけども、ただ、これは何というんですかね、事業費を削減することが目的だっ

たのか、立候補のやり方を変えるというのが目的だったのか、それによって、内容が全然

変わるんだろうと思うんですよね。いわゆる内製化、今まで外部業者に委託していたのを

内部的な形でやりましたと。したがって、経費が削減になりましたということなんだけれ

ども、経費というか事業費削減になった。だから、その目的をどこが主でもって、そうい

うことをしたのかというのがはっきりしていないという気がするんですよね。 

 ちょっと先走って、剰余金の処分のところを見たら、これが経営努力の一つになってい

るんですね。経営努力なのということなんですね。なぜ、そういう今まで業者に頼んでい

たのを内製化したのか。同じようなものをそうしたんなら、これは事業費削減のためにや

ったんだということになると思うんですけども、やっている内容が全く違うわけですよね。

１，０００人が集まるような催しと１００人しか集まらない催し。コンセプトが全然違う
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んで、そこのところはどういう目的のもとに、そういうことをしたのかというところをも

っと明確にしろというのかな、そういうのが、これでもある程度のことは入っているんだ

ろうと思うんですけども、それがそのまま経営努力によってというところと結びつけて考

えたときに、何かはっきりしてよというような気がしますんで、その辺が何かあらわせな

いかなと思いました。 

【牧野技術調整担当課長】  目的については、具体的にどっちということまで確認した

いんですけども、あと、両方あったのかなというふうにちょっと認識していまして、やは

り施設公開のほうを充実させるというところで、そのプログラムの見直しというのがあっ

て、結果的に事前登録とか、そういうところにかかわっていたんで、事業をよくしていこ

うという面が一つあったのかなと思うんですけども。あわせて、内製化できるところは内

製化しようというところも見受けられるというふうに思っておりますので、これは、また

後での話なんですけど、全部経営努力かというところまでちょっと分け方までできないと

いうのが正直現状なので、一応、削減したことについては、調整する中で認めていったと

いう経緯となっておりますので、そういう経過になっております。 

 ちょっと答えになっているかわからないですが。 

【青山分科会長】  今の北村委員のご意見をここに、項目２１に反映するとすると、事

業の目的遂行に対してということですよね。イベントの内容と経費削減の内容を分析し、

さらに、要は目的に対して効果的なイベントになるよう、今後の事業運営に反映すること

を期待する。ちょっと何か文章がまだ余りうまくないんだけど、事業内目的に対してどう

かという文言をどこかに挟めばいいんじゃないでしょうかね。 

【北村委員】  そうですね。分析する立脚点はどこなんだと。何に基づいて分割という

のを前のほうに入れていただければいいんだろうと思うんですよね。 

【牧野技術調整担当課長】  それでは、前のところに、事業の目的に対してか、照らし

てとか、ちょっとそういう形で文言を…… 

【青山分科会長】  対してというか事業目的に照らしてという言葉を使うのがいいのか

もしれないですね、確かに。 

【牧野技術調整担当課長】  じゃあ、ちょっとそこを修正のほうをさせていただきたい

と思っております。 

【青山分科会長】  よろしいでしょうかね。 

【牧野技術調整担当課長】  はい。 
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【青山分科会長】  じゃあ、そこは事業目的に照らして、イベント内容と経費削減の内

容を分析し、効果的な、あと、以下同じということでよろしいでしょうかね、文章として

は。 

 じゃあ、これはもうこの場でそういうふうに直すということで。 

【牧野技術調整担当課長】  わかりました。修正をさせていただきます。 

【青山分科会長】   ありがとうございます。 

 ほかに何か。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、この項目別のところは非常にとんとん拍子に進みました

けれども、続きまして、資料３の全体評価について、事務局からご説明をお願いいたしま

す。 

【牧野技術調整担当課長】  資料３の全体評価のところでございます。委員手持ち資料

のほうですと、１ページ目のところからになります。 

 まず、総評の最初のところは前回の分科会で決定した評定ということで、「全体が優れ

た進捗状況」という形で加えさせていただいております。 

 それと一番最初のポツのところなんですけれども、「「安全・安心」の研究開発」とな

っていたんですけど、そこもより適切な表現ということで、「「安全・安心」に関する」

という形で文言を整理しております。 

 それと一つ項目として、事項として、今回からちょっと見せ方というか、わかりやすく

しようという法改正に伴ってという部分があって、評価するところと改善もしくは充実す

るところという形で、ちょっと項目を分けてくれという話がございましたので、そこをち

ょっと加えさせておきましたので、高く評価すべき事項というのを加えております。 

 ２ページ目のところに行きまして、上から二つ目のところですが、複合素材のところで

すけれども、これは前回の委員の皆さんの意見を加えて、よりわかりやすくということで、

「同セクターは、多摩テクノプラザに開設して２年目」という形で加えております。 

 その下、先ほど申したように、次は、改善とか充実を求める事項ということで整理しま

して、一番最後のところ、ここはいろいろ議論があったところかと思うんですけれども、

皆さんの意見を集約して修正したところでございます。ちょっと読み上げますと、「都産

技研の支援事例について、追跡調査の充実を図る等、製品化の費用対効果や事業化の経済

効果等をより一層把握するよう努めてほしい。また、都産技研の貢献度や成果を効果的に
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情報発信することにより、都産技研のプレゼンスが向上し、様々な支援事業が更に活性化

することを期待したい」という形で、修正をしております。 

 一応、一旦、ここで切りたいと思います。 

【青山分科会長】  そこまでいかがでしょうか。全体評価の案ですが、総評の部分です

が、いかがでしょうか。 

 一番、この間、たしか議論になったのは、この２ページ目の下の４行ですね。これにつ

いて、文章を立ち上げていただきましたけど。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、続きをお願いします。 

【牧野技術調整担当課長】  次は、３ページ以降の２の研究開発、技術支援等について

のところでございます。 

 ページ数でいいますと、修正したのは４ページからになりますね。３Ｄものづくりのと

ころなんですけれども、一つは文言整理ということで、「前年」を「前年度」と変えたと

ころと、それと、最後のところも委員の皆さんの意見を踏まえて、「今後もハードウェア、

ソフトウェアの両面から３Ｄものづくりの技術支援を進め、更なる独自性のある高度な製

品開発事例につながることを期待する」というふうに修正しております。 

 続いて、５ページ目ですけども、これは先ほどの項目別のところにありましたように、

具体的な協定を結んだ機関を東京農工大という形で変えております。 

 それと、（６）、６ページ目の下になります。ここは、より適切な表現ということで、

文言整理をいたしまして、一番最後のところですが、「プロジェクト推進部を発足し、新

たに「中小企業のＩｏＴ化支援」云々を開始する等」という形で、文言を整理させていた

だいたと。 

 それと、あと最後のページは、語句の説明ということで加えさせていただいたところで

ございます。 

 説明については、以上でございます。 

【青山分科会長】  内容的には、文言の訂正というのがありましたけども、４ページ目

の「ハードウェア、ソフトウェアの両面から３Ｄものづくりの技術支援を進め」というの

を加えたと。議論では、ハードの面もあるけれども、これを支えるＣＡＤ／ＣＡＭとか、

そういったソフトの充実も必要で、こういったところの支援を充実させるということも必

要でしょうという議論がありまして、それを文章としてここに挿入してもらったというこ
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とですが、いかがでしょうか。 

 あと、文言の説明ですね。最終７ページ目にありますが、こちらについて、お目通しを

いただいて、適切であるかちょっとご判断いただきたいと思います。少し時間をとりたい

と思います。 

 いかがでしょうか。 

 ＣＦＲＰって、鉄よりかたいというのがどこか書いてあったんですかね。どこかから引

っ張ってきたんだと思うんですが。 

【牧野技術調整担当課長】  そうなんです。これは、一応…… 

【青山分科会長】  これは、多分、場所によってはかたいでしょうけど。 

【牧野技術調整担当課長】  一応、技術用、ネット上なんですけれども。 

【青山分科会長】  出ていればいいんだけど。 

【牧野技術調整担当課長】  業界によってちょっと、業界というか、これを使う業界が

ちょっと書き方が変わっていたりするので、より一般的なところを拾ったんですけども、

必ずしも…… 

【青山分科会長】  鉄といっても、いろんな鉄があるんだけど。樹脂のところはそんな

かたくないと思うんだけどね。鉄よりかたいって、ちょっと私として、個人的には違和感

なんだけど。どこかから、もとがあるならいいと思いますけどね。一般的にはそういう認

識なのだろうね。 

 よろしいですか。語句の説明、それから内容のところについても、よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、特にコメントがないようですので、この全体評価につい

ては、事務局のほうで前回の議論に基づいて、加筆・修正をいただいたこの資料３の案で

了解ということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、資料４の業務実績に係る評価委員会の意見について、事務局か

ら説明をお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  資料４につきましては、冒頭の資料説明のところでもお話

ししたんですけども、ちょっと今回、新たに昨年までなかった位置づけの資料となってお

ります。法改正に伴って、繰り返しになるんですけども、知事が評価主体になったという
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ことで、今、ご議論いただいた全体評価とか項目評価については、位置づけとしては、こ

れから内部で諮っていって確定していくものなので、それに対して、評価の参考にするた

めに評価委員会の意見をつけるということで、この資料４というのを今回新たにつけ加え

ているものです。ちょっと中身を読み上げますので、本来であればというか、皆さんから

各項目についても意見をいただいているんですけども、特に評価に当たって重きを置くと

いうか、ところを主に意見を集約した形でまとめておりますので、ご意見をこういうこと

はどうだとか、こういうことも加えてほしいとかあれば、後でいただければなと思います。 

 それでは、ちょっと読み上げさせていただきます。 

 平成２９年度における地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの業務の状況は、

「業務全体が優れた進捗状況」であると認められる。評価の決定に際しては、次の点につ

いて留意されたいと。 

 １番として、製品化事例について。先端材料開発セクターや複合素材セクターなどの様

々な支援事業で、実用的な製品化事例や独自性の高い事例が多く認められ、製品開発支援

の成果として評価できる。 

 ２番目、３Ｄものづくりセクターについてということで、３Ｄものづくり技術の進展に

よって、ものづくりの概念が大きく進化している。都産技研では、新たにセラミックＡＭ

技術支援に向けた基礎技術の確立に取り組むなど、今後のニーズの増加を予見した対応が

認められ、高く評価すべきである。 

 ３番目がロボット産業活性化事業についてでございまして、案内ロボットの実証実験が

進む等、実用化へ向けた取組が多く認められる。サービスロボットを社会実装するには様

々な課題があるが、今後、社会ニーズに合った特徴あるロボットやＩｏＴとの連携による

更なる機能を提供するロボットなどの開発を支援してほしい。 

 それと４番目、依頼試験・機器利用サービスについてでございます。実証試験セクター

や複合素材開発セクターでは、依頼試験・機器利用の合計実績が前年度よりも大きく増加

している。なお、依頼試験等については単なる利用件数の増加を図るだけでなく、増加し

た要因や利用企業の属性を分析する等、今後の事業運営に活用することが重要である。 

 また、第三期中期目標及び中期計画の達成に向けては、法人が次の取組を推進すること

を期待する。「環境・エネルギー」、「安全・安心」などの技術分野で研究開発を推進し、

研究成果が製品化・事業化につながることを期待する。また、平成２９年度から開始した

「中小企業のＩｏＴ化支援事業」では、ＩｏＴの活用が様々な分野に波及することから、
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今後、更に注力してほしい。 

 最後になりますけれども、中小企業の更なる発展のため、都産技研は将来のニーズを先

取りし、必要な技術開発や人材育成を先行して進め、中小企業をリードしてほしいという

形で、皆様の意見をちょっと抜粋して集約したような形で整理させていただきました。 

 説明は以上になります。 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 要するに、この資料４というのが知事にこちらの評価の説明をするときの一つの資料に

なるということですね。 

【牧野技術調整担当課長】  そうですね。先ほどのものとこれを添付して、知事に諮る

ような形で。 

【青山分科会長】  これまでのこの委員会での意見等も含めて、ここに抜粋をしていた

だいていますが、ごらんいただいて、何か足らないこととか、そういったようなことがあ

りましたら、ご指摘いただければと思いますがいかがでしょうか。 

 あるいは今、この挙げて抜粋してもらった項目について、何か修正等ありましたら、ご

意見ありましたらお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  支援化事業については、先端材料というのが例の石灰石の

紙にかわるペーパーを意識しているのと、複合素材は染小紋の型紙のところをちょっと意

識して、あえて抜き出したというところでございます。 

【青山分科会長】  それを具体的に書き込まないほうがいいという考えですか、そうい

うプラスチックにかわるような。 

【牧野技術調整担当課長】  知事に上げるときに、この資料を実際のものを持っていく

かどうかわからないんですけれども、その説明資料と一緒につけるので。これだけでなく、

３Ｄとかもいろんなとか、あるいは、スプレー缶とかも結構、評価いただいていたんで、

そういうのを含めて、さまざまな事業でトータルとして製品化が進んでいるという意見か

なということで書かせていただいております。 

【青山分科会長】  ぜひ、これは私の意見ですけど、文章は私はこれでいいかと思うん

だけど、知事に説明されるときに、そういう具体的なサンプルなど積極的に持ち込んで説

明をしていただくのがいいんじゃないかと思いますけどもね。 

 何かご意見ございますか。 

 じゃあ、藤竿委員、お願いします。 
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【藤竿委員】  大筋これでいいと思うんですが、ロボット活性化のところで、ＩｏＴと

の連携とあるんですけれども、業務実績評価ではＡＩも入っているので、入るものなら、

ＡＩＩｏＴとの連携とかＡＩの活用といったような言葉を一つ入れたほうがいいかなと思

います。 

【牧野技術調整担当課長】  特に問題ないかと思います。 

【青山分科会長】  じゃあ、そこは追記するということで。 

 ほかに何か。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、資料４については、今のご意見をいただきましたので、

反映していただきたいと思います。 

 ほかに全体を通して、本日のこれまでの項目別、それから全体評価、今の資料４も含め

てですが、全体を通して何かご意見ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、ご意見がないようですので、平成２９年度業務実績評価

に係る評価委員会の意見につきましては、このとおり決定いたします。 

 なお、評価委員会の意見につきましては、先ほどご説明がありましたけれども、お手元

の参考資料の評価委員会運営要綱の第五条の関係別表に基づいて、本分科会の議決をもっ

て知事が評価する際の意見となりますということで、ご了解いただきたいと思います。 

 それでは、続きまして、報告事項になりますが、平成２９事業年度の財務諸表及び利益

処分に対する報告について、事務局からご説明をお願いいたします。 

【牧野技術調整担当課長】  それでは、財務諸表について説明するんですけども、ちょ

っとこれも昨年までは、財務諸表と利益処分のところは、昨年の法案の第３４の第３項で、

知事による財務諸表の承認をする際に、評価委員会の意見を聴取して意見を述べるという

形になっていたんですが、法改正に伴って、評価委員会の所掌事務ではなくなったという

ところなので、運用の一環として、報告事項として説明をさせていただくものという一応

位置づけが変わっております。 

 それでは、ちょっと資料５のほうから説明いたします。 

 まず、貸借対照表のところ、資料５の左側ですけども、項番の（２）の固定資産につい

てです。平成２９年度の固定資産は、本部の建物や工具・器具、備品などの減価償却が１

９億円行われた結果、固定資産は２８年度に比べて１２億円減少しております。一方、流
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動資産の（７）の現金及び預金が９億円増加しているというのは、流動負債であります運

営費交付金の債務などが９億円増加したということになっています。運営費交付金の債務

といいますのは、ロボットとかＩｏＴとか、特定運営費交付金をつけているんですけども、

その未執行分があるということです。それを平成２９年に使われなかった分、使わなかっ

た分を下の項番１１の流動負債勘定に計上しているということになっております。 

 続いて、負債の項目です。固定負債、項番で言うと（１０）なんですが、固定負債の資

産見返負債が４８億円で、平成２８年度に比べて４億円減少しております。資産見返負債

勘定といいますのは、運営費交付金などで固定資産などを取得したときの財源科目となっ

ております。平成２９年度は、平成２８年度に比べて、固定資産の取得が少なく、資産見

返負債の取り崩し金額が少なかったということから、４億円減少したものです。 

 一方、流動負債のほうは、（１１）ですが、先ほど説明しました運営費交付金債務が９

億円増加することなどによりまして７億円、前年度と比べてふえているということになっ

ています。 

 これらの結果として、２９年度の負債の合計額は７１億円で、前年度比３億円増となっ

ております。 

 最後の純資産項目のところですけども、平成２９年度の純資産の合計は２６０億円、２

８年と比べて５億円の減少と。これは、損益外減価償却を７億円実施したため、資産剰余

金が７億円減少したことが主な要因ということになっております。 

 （１７）の目的積立金が２億円あるんですけども、これの額は昨年度の経営努力認定額

ということで、都が承認したものをここに載せております。それと、あと、当期末の利益

処分利益について、これは２億円ですけども、これはこの後、資料６のところで説明をい

たします。 

 続いて、損益計算書になります。右側となります。平成２９年度の経常費用は７６億円

ということで、前年度比６億円減となっています。一方、経常収益については７８億円で、

前年度比６億円減少となります。その結果として、平成２９年の経常利益当期利益は、平

成２８年と同額の２億円ということになっております。経常費用の主な減少した要因なん

ですけども、業務費の中に、平成２８年度は旧産業研究所があった西が丘にＰＣＢがずっ

と廃棄しないままあったんですけども、その処理費用が２８年に計上してあったんですけ

ども、それがなくなったということで、２９年度はその分減っているということです。そ

れと、あと、減価償却が前年度比２億円減少したということで、経常費用の合計が前年度
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と比べて６億円減少しているということになります。 

 経常収益については、（９）のところですけども、運営費交付金収益が２億円減少した

ということと、（１０）の自己収入が２億円減少したと。さらに、（１１）の資産見返勘

定戻入が３億円減少しましたということで、経常収益の合計は、前年度と比べて６億円減

という内訳になっております。 

 ２９年度経常利益については、プラマイゼロという形で、経常利益、当期利益等も２８

年度と同額の２億円ということでございます。 

 続いて、２枚目になります。 

 キャッシュ・フロー計算書なんですけども、（２）の業務活動によるキャッシュ・フロ

ーは１８億円ということで、前年度より１５億円の増加ということです。これにつきまし

ては、（９）の設立団体納付金の支払額が２８年度は１３億円ということで、これは第２

期が終わったときに、都に返還したものが２８年度あったんですけれども、それがなくな

ったということが大きなところです。設立団体納付金は、５年ごとの期限にあわせて、都

より交付された額の剰余金を繰り越せないものと、また、最後の年に審議する、協議する

んですけども、そこで繰り越しが認められなかったものということで、載せるものです。 

 それと、（１０）の投資活動によるキャッシュ・フローですけれども、これは有形固定

資産の取得などがございまして、マイナス１０億円と。業務活動によるキャッシュ・フロ

ーと投資活動のキャッシュ・フローを合計した結果、２９年度は８億円の資金が増加して、

期末の資金残高が２５億円ということになっております。 

 最後なんですけども、行政サービス実施コスト計算書、右側です。この行政サービス実

施計算書というのは、独法制度、会計独特のものなんですけども、地方独立行政法人の業

務運営に関して、住民が負担する金額情報を表示したというものになります。法人の運営

状況をあらわします損益計算書の損益と住民側が負担する金額と必ずしも一致しないこと

から、損益計算書だけでなく、この行政サービス実施コスト計算書を作成することによっ

て、納税者である住民の行政サービスに対する評価・判断に資することを目的としている

ものでございます。 

 ２９年度については、項番（２）番の損益計算書上の費用から項番（５）の自己収入等

を差し引き、項番（１０）の損益外減価償却相当額から項番（１３）の機会費用を足すこ

とで、損益計算書に反映されないものを含め、法人運営の業務運営にかかった費用などを

示しているとなります。 
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 ２９年度の行政サービス実施コストは、一番下なんですけど、７７億円で前年度比５億

円減と。この要因といたしましては、損益計算書の費用が６億円減少したというものにな

っております。 

 ちょっと長くなりましたが、資料５については以上です。 

 続いて、資料６です。剰余金の概要と利益処分案についてでございます。 

 資料の左側をごらんいただきますと、先ほどの損益計算書の説明のところに触れました

当期総利益の総額２億１，４００万円の説明ということになります。法人が得ました収益

のうち、法人からの説明に基づいて、設立団体の長、知事が経営努力ということで認定す

ると、法人はその利益を目的積立金として計上することができまして、中期契約に定めた

使途の範囲で使うことができるというもので、囲みで一番上のところなんですけども、囲

みのところなんですけども、経営努力というところを生じたと認められるものと、計画数

に沿って剰余金を使途に充てようとするものについて、承認していくという考え方でござ

います。 

 都産技研というか剰余金の使途という、具体的に何かというと、右側の米印になるんで

すけども、産技研におきましては、「中小企業支援の充実とか、研究開発の質の向上、法

人の円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び改善」に充てるということになって

おります。 

 経営努力認定の主な考え方ということで、下の囲みになるんですけども、これは総務省

の独立行政法人の経営努力認定についてを準じたような形になっております。法人が新規

性・自主性のある活動によって、収入の増加や費用の節減を行ったものに対して認めてい

くという基本的な考えでございます。 

 ２９年度につきましては、剰余金が２億１，４００万円ということでなりまして、その

内訳について、法人から説明を受けて、内容を精査した上で、経営努力と認定する額は、

一番右の利益処分（案）のところですけども、７，６００万円ということになります。内

訳ですけども、歳入増につきまして、真ん中の囲みですけれども、歳入増について、機器

利用の実績額ということで、２９年度と２８年度の実績の差額６００万円分を認定します。 

 それと、資産運用に財務利益の２００万円とＪＫＡ補助金獲得による収益４，９００万

円ということで、ＪＫＡというのは競輪とかオートの協会から出る補助金ということです。 

 それと、歳出減については、先ほど項目別評価のところでもちょっとご意見が出ました、

都産技研が主催するイベントの業務委託費等の削減分の１，２００万円を認定することと
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しております。それと、都産技研の本部と東京テレポート駅の間を運転をする送迎バスの

契約内容を見直して、その削減分７００万円を認めることといたしております。 

 これらの歳入と歳出減のところを今回は認定という形です。認定外の主なものとしては、

一応、国からの補助金は認めないという形でなっておりますので、それや契約差金など、

いろいろもろもろが今、１億３，８００万円あるということになりました。 

 説明のほうがちょっと長くなりましたけど、以上となります。 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 資料５と６ですね。ご説明いただきましたけれども、何かご質問、ご意見ございますか。 

【林委員】  すみません、資料でない質問で恐縮ですけど、行政サービス実施コスト計

算書というところを初めて見るものですから、どういう意味合いで、どういうふうになっ

ていることを説明しているのか、ちょっともう一回説明していただけますか。 

【事務局（福留）】  地方独立行政法人でございますので、もともとの財源といいます

か、地方独立行政法人ということでございますので、お金の出どころはもともと税金とい

うとこでございますので、普通の損益計算書に比べまして、それをベースに考えはするん

ですけれども、どれほど費用を使っていて効果が出ているかというものを一般的にあらわ

すような指標になっておりまして、こういった表があるということでございます。 

【青山分科会長】  なかなか難しい項目で、私も余りはっきりとは明確にはわからない

ところもあるんですけど。 

 よろしいでしょうか。ほかに何かご質問ございますか。 

 これは剰余金の内訳の利益処分（案）という、目的積立金にするというのは、これは前

回も同じですよね。こういう処理していたんでしたっけね、前年度。 

【牧野技術調整担当課長】  そうですね。これは毎年、各年度の決算を受けてから、法

人のほうでこれだけ経営努力したので認めてくださいという申請がありまして、それをい

ろいろヒアリング等して、あと、うちの中でも財政当局とちょっと協議して、次年度に繰

り越せる、積み立てて、さっき言いました中小企業への支援の充実とか、使うものについ

ては承認するというような毎年やっているプロセスでございます。ちょっとだんだんその

辺の査定が厳しくなってきておりまして、昨年はこれよりもう少し１億円ぐらいあったん

ですけど、今回はかなり厳しくなっております。 

【青山分科会長】  よろしいでしょうか。ほかに何かご意見、ご質問ございますか。 

（「なし」の声あり） 
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【青山分科会長】  ほかにご質問ないようでしたらば、それでは、この議題のその他で

すね、その他の（１）というのが今、ご説明いただいた件ですが、このことの報告につい

て、終了させていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 以上で、本日の議題は全て終了いたしました。大分予定のスケジュールよりは早く進行

いたしましたが、全体を通して、ご質問あるいはご意見ございませんでしょうか。よろし

いですか。 

（「なし」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、最後に、事務局から連絡事項について、お願いいたしま

す。 

【牧野技術調整担当課長】  いろいろご審議いただき、ありがとうございます。 

 ちょっとまだ評価のところにつきましては、本当に１カ月の短い期間に委員の皆様、意

見等をいろいろいただきまして、まことにありがとうございます。おかげさまで円滑に分

科会のほうを進めさせていただきまして、これから都の中でまた知事のほうに報告のほう

が行くということになります。皆さん、ありがとうございます。 

 それで、またちょっと位置づけが変わったということで、若干、中身は変わらないと思

うんですけれども、ちょっと体裁とかを変えて、知事に報告するというような形になるの

と、また、ちょっと実際、報告書としてまとめるときに、若干体裁が変わることがありま

すけども、そこは事務局あるいは都のほうでさせていただきますので、よろしくお願いし

ます。 

 最後、スケジュールにつきまして、資料番号７番となります。一応、第３回、本日まで

終了させていただいておりまして、次回は一応第４回ということで、来年２月か３月ごろ

に法人による平成３１年度の事業計画案の報告というふうなところを、今、計画をしてい

るところなんですけれども。一応、今、事務局の中で、いろいろこれまで分科会等を産研

の本部と都庁でしかやっていなかったので、ちょっと支所も多摩とかいろいろございます

ので、もしちょっと日程調整とか、できればそういう見学会とかをもしかしたらさせてい

ただければと思います。追ってまたそれはご相談させていただきたいなと思っております。 

 それで、本日の決定を分科会を踏まえて、前から申していますけれども、９月下旬、開

示もあります第３回の都議会の定例会のほうで報告させていただくという流れでおります。 
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 一応、今後のスケジュールについては、以上でございます。 

 また、改めて本日お配りした資料につきましては郵送させていただきますので、そのま

ま置いていかれても結構でございます。 

 事務局からは以上ということになります。 

【青山分科会長】  ありがとうございました。 

 ４回目については、できるだけ早目に日程調整をしていただければと思います。また別

の場所でやるとすれば、さらにいろいろと時間調整が必要かと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 それでは、よろしいでしょうか。スケジュールについて、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

【青山分科会長】  それでは、以上をもちまして、東京都地方独立行政法人評価委員会

平成２９年度第３回試験研究分科会を閉会いたします。 

 どうもご協力ありがとうございました。 

 

午後３時４０分 閉会 

 

――了―― 

 


